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…
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…
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瑳
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秘
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課
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報
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聴
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課
広
報
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聴
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最
近
、
豊
栄
小
学
校
の
開
校
に

関
係
し
た
岩い

わ

村む
ら

成せ
い

績せ
き

に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
村
が
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
、
飯
倉
村
（
豊
栄
地
区
）
に
開

い
た
「
時
習
塾
」
と
い
う
私
塾
が
、

73
（
明
治
６
）
年
12
月
、
県
の
許

可
を
得
て
「
飯
倉
学
校
」
と
し
て

開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
豊
栄
小

の
前
身
で
、
市
域
で
は
３
番
目
の

開
校
で
し
た
。

　

そ
の
経
過
は
、
73
年
８
月
に
岩

村
塾
の
生
徒
の
試
験
が
あ
り
、
結

果
が
良
か
っ
た
の
で
飯
倉
村
や
貝

塚
村
（
豊
栄
地
区
）、
母
子
村
（
横

芝
光
町
）
な
ど
近
隣
の
有
力
者
や

村
民
か
ら
寄
付
金
を
集
め
、
同
年

12
月
に
時
習
塾
で
の
開
校
と
な
っ

た
も
の
で
し
た
。
75
（
明
治
８
）

年
に
は
教
場
を
飯
倉
・
千せ

ん

手じ
ゅ

院い
ん

の

本
堂
に
移
し
、
生
徒
も
70
人
を
数

え
ま
し
た
。

　

岩
村
は
江
戸
時
代
後
期
、
江
戸

で
生
ま
れ
昌し

ょ
う

平へ
い

黌こ
う

と
も
よ
ば
れ
る

幕
府
の
学
問
所
・
昌
平
坂
学
問
所

で
学
ん
だ
後
、
旗
本
・
池
田
氏
に

仕
え
ま
し
た
。
池
田
氏
は
旧
八
日

市
場
市
域
に
７
か
村
の
知ち

行
ぎ
ょ
う

地ち

が

あ
り
、
飯
倉
村
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

岩
村
は
、
68
（
明
治
元
）
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
の
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の

際
に
は
、
幕
府
軍
に
加
わ
り
各
地

を
転
戦
、
最
後
は
北
海
道
に
渡
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
終
結
後
、
北
海
道
を
脱
出

し
た
岩
村
は
父
と
共
に
池
田
氏
の

旧
領
地
・
南
山
崎
村（
吉
田
地
区
）

の
林
伝
兵
衛
宅
に
い
っ
た
ん
身
を

寄
せ
た
後
、
飯
倉
村
に
移
り
住
ん

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
混
乱
の

中
で
、
上
京
し
て
国
の
た
め
に
働

く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、

お
よ
そ
20
年
間
飯
倉
村
で
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
尽
く
し
、

94
（
明
治
27
）
年
61
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
問
い
合
わ
せ
は
、
幕
末

史
を
調
査
研
究
し
て
い
る
人
か
ら

の
も
の
で
、
明
治
以
降
の
岩
村
の

足
跡
を
た
ど
り
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

案
内
し
た
墓
は
飯
倉
・
西
ノ
内

の
共
同
墓
地
に
あ
り
、
碑
は
97（
明

治
30
）
年
、
千
手
院
境
内
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
豊
栄

中
学
校
跡
地
、
さ
ら
に
現
在
は
豊

栄
小
の
隣
接
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

没
後
四
十
数
年
を
経
た
１
９

４
０
（
昭
和
15
）
年
、
豊
栄
村
で

は
岩
村
の
旧
宅
地
跡
に
「
時
習
塾

址
」
の
碑
を
建
て
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）
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秘
書
課
広
報
広
聴
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☎
73
・
０
０
８
０

岩
村
の
碑

飯
倉
を
歩
く

大
太
鼓
腹
の
底
ま
で
祭
か
な 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

帽
子
屋
の
帽
子
い
ろ
い
ろ
街
晩
夏 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

校
長
の
声
は
遠
く
に
雲
の
峰 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

長
子
わ
れ
生
家
離
れ
ず
晩
夏
か
な 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

平
凡
な
く
ら
し
を
続
け
胡
瓜
も
む 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

遠
く
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
し
赤
カ
ン
ナ 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

大
過
な
き
日
が
吉
日
や
冷
奴 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

夏
と
ん
ぼ
も
つ
れ
も
つ
れ
て
空
に
消
え 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

若
干
の
想
ひ
出
の
あ
り
凌
霄
花 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

紫
陽
花
や
一
直
線
の
道
に
沿
い 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

打
ち
水
を
笑
っ
て
る
よ
な
猛
残
暑 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

盆
の
花
た
ち
ま
ち
萎
え
る
墓
参
り 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

残
暑
よ
り
熱
か
っ
た
リ
オ
甲
子
園 

　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

塾
か
ら
塾
残
暑
の
中
を
子
等
元
気 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

諸
手
上
げ
残
暑
嬉
し
い
庭
小
草 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

黄
金
波
残
暑
の
中
を
コ
ン
バ
イ
ン 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

秋
風
へ
蝉
も
そ
ろ
そ
ろ
夏
仕
舞
い 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

紅
つ
け
て
孫
が
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

炎
天
の
鳴
る
風
鈴
に
涼
感
じ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

豊栄小学校隣接地に建つ「岩村の碑」
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